う。 さあさあ おいで、 行って お 泊り」 

かんちく 

云いす てると 老人 は 腰 を 延ばし、 突いて いた 寒竹の 

鞭の ような 杖 を、 振る ようにして 歩み 去った。 

若い 武士 は啞 然とした ようであった。 

ぶんめい 

時 は 文明 五 年で あり、 応 仁の 大乱が 始まって 以来、 

七 年 を 経た 時で あり、 京都の 町々 は 兵火に かかり、 そ 

* つ. 0- ラ 

の 大半 は 烏有に帰し、 残った 家々 も 大破し、 没落し、 

旅 舎と いうよう な もの もな く、 有っても みすぼらしい 

ものであった。 若 武士が 京の 町へ 足 を 入れた の は、 

たった今 しがた のこと であり、 時刻 はすで に夕暮 であ 

り、 事実 さっきから よい 宿 はない かと、 それとなく 探 



で、 細かい 館の 様子 は、 ほとんど 見る ことが 出来な 

ひ はだぶ き 

かった が、 桧皮葺の 門 は 傾き、 門 内に 植えられた 樹木 

の 枝葉が、 森の ように 繁 つていた。 取り 廻され た 築地 

も 崩れ、 犬な ど 自由に 出入り 出来そう であった。 旅 宿 

といった ような 造りではなかった。 

(これ は 変 だな) と 思った ものの、 そのこと がかえ つ 

て 若い 武士の、 好奇の 心 を そそった らしく、 立ち去ら 

せる 代わりに 門 を 叩かせた。 

と、 叩いた 手に 連れて、 門が 自 ずと 少し 開いた。 

(不用心の こと だ) と 思いながら、 若 武士 は 門 内へ 入つ 

て 行った。 鬱々 と繁 つてい る 庭木の 奥に、 いかめしい 



の 間へ 来て 佇んだ。 燈火 のない 屋内 は、 ひたすらに 暗 

く 何も 見えなかった。 

そこで 若 武士 は 膝 を 揃えて 坐った。 疲労た 足 を 癒す 

に は、 端坐す るの がよ いからであった。 
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こうして しばらく 時が 経った。 と、 その 時 裏庭の 方 

から、 清らかな 若い 女の 声で、 今様め いた 歌 をうた う、 

歌の 声が 聞こえて きた。 

(はてな？) と 若 武士 は 耳を澄ました。 

よもぎ 

A 荒れし 都の 古 館、 見れば 昔ぞ 忍ばる る、 蓬が 



うずら 

原に 露し げく、 啼くは 鶉 か 憐れな り 

それ はこうい う 歌であった。 若 武士 は 当然 意外に 感 

じた。 

(このような 荒れ果てた 館の 庭で、 歌 をうた う 女が あ 

ろうと は？ さて は 無住ではなかった のか？) 

で 若 武士 は 立ち上り、 部屋 を 出て 縁へ 立った。 星 明 

りの 下に 見えた の は、 荒れた 館に ふさわしく、 これ も 

じょう 

荒れ果てた 裏庭で、 雑草 は 延びて 丈 にも 達し、 庭木 は 

形 もし どろに 繁 つて、 自然の 姿を呈 して 居り、 昔 は 数 

きわ 

奇を 谷め たらしい、 築山、 泉水、 石橋、 亭、 そういう 

もの は 布置に おいて こそ、 造 庭 術の 蘊奥 を 谷め て、 在 



る 所に 厳として 存在して いたが、 しかし いずれも 壊れ 

ざま 

損じ、 いたましい 態 を 見せて いた。 

びゃくえ 

と、 白衣の 丈の 高い 女が、 水の ない 泉水の 岸の ほと 

リを、 築山の 方へ 歩いて いた。 

(あれ だな) と 若 武士 は 突 嗟に 思い、 少し はしたなく 

はきもの はだし 

は 思った が、 そこに 穿 物がなかった ので、 跣 足の まま 

で 庭へ 下り、 驚かせたら 逃げる かもしれ ない、 こう 何 

となく 思われた ので、 物の 陰から 物の 陰 を 伝い、 女の 

方へ 近寄って 行った。 しかし 泉水の 岸の ほとりまで、 

その 若 武士が 行った 時には、 女の 姿 は 見えなかった。 

つきやま 

(築山の 向こうへ でも 行った のであろう か) と 思って 



ひとすじ 

「もう 一 條 参る、 受けて 見られい」 

ふたたび 烈しい 弦音が した。 

「うん」 と 全く 同じ 気合 だ。 気合 を かけて 若 武士 は、 

またも 鉄扇 を 一 揮した。 連れて 箭が 足下へ 叩き落とさ 

れた。 

「お 見事」 と 又も 女の 声が し、 すぐに 続いて 問い かけ 

た。 

きゅうぜん 

「 弓箭 の 根元 ご存知で ござる か？」 

「弓箭の 根元 は 神代に ござる」 

言下に 若 武士 はそう 答えた。 

ね す さのお のみこと 

「根の 国に 赴きた まわん として 素 盞嗚尊 〔# 「素 盞嗚 尊」 



「悲し や 落ちた、 情な や」 

「天 王 寺の 妖霊 星！」 

「妖霊 星、 妖霊 星！」 

足拍子の 音が 聞こえて きた。 

しかし 次第に 遠退いた。 踊りながら 築山の 奥の 方へ、 

一 一人 揃つ て 行った ようで あ つ た。 
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書院へ 帰って来た 日 置 正 次 は、 ぁッ とば かりに 驚か 

おしき わんば ち 

された。 蒔絵の 燭台に 燈 火が ともり、 食 机の 上に 盆 鉢 

が 並び、 そこに 馳走の 数々 が 盛られ、 首長の 瓶 子に は 



酒が 充 たされ、 大 盞 が 添えられて あり、 それらの 前 

ン とね あつあつ 

に 剌繡を 施した 茵が、 重々 と 敷かれて あつたからで 

ある。 

「ほう」 と 正 次 は 声 を 洩らした。 

「これ は 一 体 どうした こと だ？」 

しかし 直ぐに 感づいた。 

によし ょラ 

(さっきの 女性と 老人と が、 この 館に 住む 人々 で、 そ 

の 人々 が この 身に 対し、 心尽くし をした のであろう) 

力た じ 

「忝け のう 〔# 「忝け のう」 は 底本で は 「恭 けのう 匕 ご 

つかまつ 

ざる、 頂戴 仕 る」 

どこに も 人影 は 見えなかった が、 いずれ どこかで 



頭領と 見える 四十 五六の 男 は、 さすがに 黒 革の 鎧 を 

着、 鹿 角 〔# ルビの 「かづの」 は 底本で は 「かずの 匕 を 打つ 

た胄を 冠り、 槍 を 小脇に かい 込んで いた。 

この 一党 は 何物な のであろう？ いわば 野 武士と 浪 

あつま リ 

人 者と、 南朝の 遺臣の 団体な のであった。 応 仁の 大乱 

はじまって 以来、 近畿 地方 は 云う 迄 もな く、 諸国の 大 

名 小名の 間に、 栄枯盛衰が 行なわれ、 国 を 失った 者、 

城 を 奪われた 者が、 枚挙に 暇ない ほど 輩出した。 その 

結果 禄に 離れた 者が 夥 しいまでに 現われた。 すな わ 

ち 野 武士 浪人が、 日本の 国中に 充ち たので ある。 それ 

以前から 足 利 幕府に、 伝統的に 反抗し、 機会 さえ あつ 



たら 足 利 幕府に、 一 泡 吹かせようと 潜行 的に、 策動し 

ている 南朝 方の、 多くの 武士が 諸方に あった。 すな わ 

にった きたば たけ なんし 

ち 新田の 残党 や、 又、 北 畠の 残党 や、 楠 氏の 残党 その 

者 達で ある。 で、 そういう 武士 達 は、 時勢が だんだん 

逼塞し、 生活苦が 蔓延す るに 従い、 個人で 単独に 行動 

*， J うせ 、， お し 5> リ 

していた ので は、 強請、 押 借と いうよう な ことが、 思 

うように 効果が あがら なくなつ たのと、 いうと ころの 

げこくじょう した うえ 

下剋上 —— 下級の 者すな わち 貧民 達が、 上流の 者 を 凌 

ぎ 侵しても、 昔の ように は 非難され ず、 かえって 正当 

と 見られる ような、 そういう 時勢と なった ので、 そこ 

で 多数が 団結し、 何々 党、 何々 組な どと、 そういう 党 
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きゅうぜん 

調度 掛に かけて ある 弓箭 を 眺め、 しばらく 小首 を 

へき まさ つぐ 

傾けて いる、 日 置 正 次の 耳へ 大勢の 人声が、 裏庭の 方 

から 聞こえて きたの は、 それから 間もなくの ことで 

あった。 

(はてな？) と 正 次 は 耳を澄ました。 大勢の 人間が 裏 

門 を 押し開け、 庭 内へ 入って 来たよう であった。 

不意に 呼びかける 声が 聞こえて きた。 

「お 約束の 日限と 刻限と が ただ今 到来いた して ござる。 

恩 地 維四郎 お迎えに 参った。 いざ 姫君お 越し 下され。 



控えて 居れば よいに、 この あばら 組に 楣衝 いて、 箭を 

射 かける と は 命知らずめ、 問答 無益、 出た 杭 は 打ち、 

遮る 雑草 は 刈 取らねば ならぬ！ さあ 方々 おかえりな 

され！ 弓勢 は 確かに 凄じく は ござる が、 狙い は 未熟 

で 恐る ると ころ は ござらぬ。 胄の前 立 を かっかつ 射 落 

とし、 眉間 を 外した 技倆で 知れる！」 

すると 正 次 は 嘲る ように 云 つ た。 

まう げん ち，. ^ ぜ 、， 

「維四郎と やら 愚 千万、 昔 保 元の 合戦に おいて、 鎮西 

ためとも よしとも 

八郎 為朝 公、 兄なる 義 朝に 弓 は 引いた が、 兄なる が 故 

に 急所 を 避け、 胄の星 を 射 削りた る 故事 を、 さて は ご 

存知 無い と 見える。 拙者 先刻 も 申した 通り、 我と 貴殿 



と恩怨 ござらぬ、 それゆえ 故意と 眉間 を 外し、 前 立の 

鹿 角 を 射落とし たので ござる ぞ。 それとも 察せずに 只 

よしよ し 

今の 過言、 狙い は 未熟と は 片腹痛し、 おお 可々 ご所 望 

ならば、 一 ーノ箭 にて お 命いた だこう。 …… 参る ゾ ー ッ」 

ラ しろ 

と 背後 を 振り返り、 床の間に ある 調度 掛の箭 を、 抜き 

取ろうと して 手 を 延ばした。 
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途端に 箭が 一 條 眼の 前へ 出された。 

「いざ、 これで、 遊ばし ませ」 

「うむ」 と 思わず 声 を 上げ、 その 箭を 取った が 眼を据 



えて 見た。 その 正 次の 眼の 前に、 —— だから 正 次の 背 

後 横に、 髪 は 垂髪、 衣裳 は緋 綸子、 白に 菊 水の 模様 を 

うちかけ ろう 

染めた、 禰襠を 羽織った 二十 一 二の、 臈 たけた 美女が 

端坐して いた。 

きじょ 

「貴女 は？」 と 正 次 は 驚きながら 訊ねた。 訊ねながら 

ゆみ やはず 

も 油断 無く、 弦に 矢 害 を パッチ リと 嵌め、 脇 構えに 

おもむろ つる 

徐 に 弦 を 引いた。 

あるじ 

「この 家の 主人に ござります。 …… 」 

い まよう 

「では 先刻の …… 今様の 歌 主？」 

云い 云い 八 分 通り 弦 を 引き、 

「ご 姓名 は？ ご 身分 は？ I 



みつとら しの わらわ 

「楠 氏の 直統、 光 虎の 妹、 篠と 申す が 妾 に ござります」 

「おお 楠 氏の 9 さて は 名家 …… その 由緒 ある 篠 

姫様が …… 」 

ヒュ— ッ とその 時 数 條の箭 が、 敵方より こなたへ 射 

かけられた。 と、 瞬間に 正 次の 眼前、 数 尺の 空で 月光 

を 刎ねて、 宙に 渦巻き 光る 物が あった。 

「お ッ」 —— キリ キリと 弦 を 引き、 さながら 満月の 形 

にした が 「お ッ」 とば かりに 声 を 洩らし、 正 次 は 光り 

物の 主 を 見た。 一 人の 老人が 小 薙刀 を、 宙に 渦巻かせ 

て箭を 払い落とし、 今や 八 双に 構えて いた。 

「や、 貴殿 は？ 」 



「養 由 基？ ふうむ、 名のみ 聞いて、 いまだ 見た こと 

も ござらぬ 兵書！ はは あそれ をお 持ちで ござる か」 

云い 云い 正 次 は、 キリ、 キリ、 キリ、 と 弦 をお もむ 

ろに 引きし ぼ つ た。 

「養 由 基 一 巻 拙者の 手に入らば、 日頃 念願の 本朝 弓道 

の、 中興の 事業 も 完成いた そうに。 欲し ゆう ござる 

な！ 欲し ゆう ござるな。 …… さて この度 は 何奴 

を！」 

満月に 引いて グッと 睨んだ。 
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自分の 部下 を 目前に おいて、 二人まで 射 倒された 雉 

四郎 は、 怒りで 思慮 を 失って しまった。 箭 に対して 刀 

を 構えようと はせ ず、 持って いた 槍 を 引き そばめ、 衆 

の 先頭へ 走り出た。 

おのれ 

「や ぁ汝 よくもよ くも、 我等の 味方 を箭 先に かけ、 二 

人まで も 射て 取った な。 もはや 許さぬ、 槍 を 喰らって、 

この 世 をお さらば、 往生 遂げろ！」 

ま つ し ぐら 

叫びながら 驀進に、 正 次 目掛けて 走り かかった。 

こやつ 

(いよいよ 此奴 を！) と 日 置 正 次、 引きし ぼり 保った 

ぞくみ つぶせ やなぎ は 

十三 束 三 伏、 柳 葉の 箭 先に 胸板 を 狙い、 やや 間近 過ぎ 

ると 思いながら も、 兵 ふっとば かり 切って 放した。 



へ きだん じょう まさ つぐ 

日 置 弾 正正 次 は、 故郷に 帰って 研鑽 百 練、 日 置 流の 一 

派 を 編み出した。 これ を 本朝 弓道の 中祖、 斯界の 人々 

仰がぬ 者な く、 日 置 流より 出て 吉田流 あり、 竹林 派、 

雪 荷 派、 か 雲 派 あり、 下って 左 近 右衛門 派 あり、 大 1 

派、 印西 派、 ことごとく 日 置 流より 出て 居る という。 
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